
地域と連携した学習活動の紹介【地歴科】 

 

１０月１６日（金）総合学科３年言語･文化系列の日本史Ｂの授業で地域の歴史を学習しました。 

明治初期に起きた「梅村騒動」についての理解を深めるため、萩原町商店街にある「陣屋」で

通常公開されていない当時の刀傷を見学しました。また、かつての町並みを確認しました。 

今後は羽根地域の梅村堤防も見学する予定です。 

「地域に学び、地域と育ち、地域に貢献する」ため、本校では地域をフィールドとし、地域と

連携した学習活動を実践しています。 

 

「陣屋」にて、柱に残る刀傷を見学させていただきました。 

 

 

 

 

旧街道沿いに流れる水路や旧街道跡を確認しました。 

 

 

 


